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欧」は相互交渉を通 じて非西欧社会において 「地域化(ロ ーカライズ)」 する。非西欧
はかならず しもグローバ リゼーションの受動的な犠牲者 とは言えない1。
相互交渉の領域はさまざまだが、ここではとくに人間の動きに注 目する。そのなかで
も外国(西 欧)人 男性 と非西欧人女性 との性的関係を取りあげる。ここで二っの点にっ
いてことわってお く必要がある。まず、本稿では、主として敗戦直後のアメリカ兵 と日
本人女性との関係を考察するということである。 したがって、本稿では、現在進行形の
グローバ リゼーション現象 というより、 日本人にとってそうした現象の原点になる敗戦
直後の 「アメリカ(兵)」 についての体験を取りあげる。もうひとつは、本稿が注 目す
るのは、実際にアメリカ兵 と日本人女性 とがどのような関係を持ったのか、ということ
よりも、それが 日本人男性にどのようにとらえられていたのか、とい うことにっいて考








リクリエーシ ョン ・アン ド・ア ミューズメン ト・アソシエーシ ョン)が 各地に設置 さ
れ、若い女性 を募集 したことはよく知 られている事実である。ただし、この 「公娼制
度」は短命に終わ り、代わって街娼などの売春形態が基地周辺の街で黙認 される。
以下では、西田稔の 『基地の女 特殊女性の実態』(河 出書房、昭和28年)を 取 り
あげる。 これは総頁が251頁 、20章 か らなる書物である。西田は、戦前か ら児童教育に
関わってきたが、戦後立川に住み、米兵による基地の町に住む子供たちへの影響や、米
兵と日本人女性の間にできた子供たちの問題に関心を寄せ、米兵相手の女性たちの実態
に注 目した。米兵と関係 を持つことで生活の糧を求めた女性は、立川には昭和25年 か ら
27年前期までの最盛期において5000名 いたと言われている。









て規格化 しようとす る傾 向が強いのも事実である。 この点を考慮 しながらテクス トを吟
味 していきたい。
西田は、本書の冒頭で調査を開始した当初(昭 和22年 末)は 、 「パンパン」 と呼ばれ
る夜の女性たち、すなわち 「特殊女性」たちと米兵が繰 り広げる痴態から一般市民、と
くに児童を守りたいとい う気持ちが強かったと述べている。 しかし、それか ら5年 以上
経った今(昭 和28年)で は、女性を排除するだけではなく、女性 もまた 「汚濁の闇」か
ら救出し、更正させなければならない、と決意 している。
まず評価すべき箇所 をい くつか挙げたい。ひ とつは、調査か ら執筆までの期間にお
よそ2000人 の女性にインタビューをしている事実である。そのなかには、全員ではない
が、質問表によるアンケー トも含まれている。
本書では立川 とい う街が戦後どのような経済状況 に置かれていたのかがきわめて明晰
に説明されている。基地の存在、そこから流れ出る軍事物資などの闇物資、それを米兵
から購入する闇商人、 「第三国人」と一部の女性たちの関係がまず詳述されている。そ
して、立川 を基地に依存 している植民地的な都市 と形容 している。その上で、女性たち
を一括 りにしないで、7っ のタイプに分けている。それらは、街娼、自称オンリー2、オ
ンリー、恋愛関係 とい うより金 目当てのオン リー、人妻、一般家庭の娘、ほかの街から
の通勤女性である。また、女性たちの、売春を始めた動機、組織や売春制度についても
具体的に論じている。さらに、世代(酌 婦 と不良少女)や タイプの相違(街 娼 とオンリ
ー)に 由来する女性たちの対立などにも触れていてきわめて動態的な記述にあふれてい
る。
著者の西田は 「先生」 として登場 し、著者 と女性 たちとの交流が手に取るようにわか
る。その交わ りはきわめて感動的で、立川 とい う街に住み、女性たちを親身になって世
話 していたことがよくわかる。
しかし、 『基地の女』には、西 田による一方的な決めつけと思われる記述が散見され
るのも事実である。西田は最初の章 「女たちに彩 られた街」で、 「特殊女性」を一般の









において、結婚制度(主 婦)か ら逸脱 している。つぎに、売春 あるいは恋愛の相手が
日本人ではなく米兵であるとい う点で 「日本人」か ら逸脱 している。ほかにも西田は、
2街 娼と異なりオンリー とは特定の米兵と関係を続ける女性を意味する。
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女性たちの薄情 さ(「 他人の不幸には一片の同情 も示 さない」(57頁))や 拝金主義
(「人生はすべて金である という生き方をしていたが、こつこつ金を貯えて喜ぶ人
種ではなくて、なんの思案 もせずに金が使えることに無上の喜びを感 じる人種である」




















まならジェンダーの視点からと言って良いような批判を男性(米 兵)や 日本社会に対 し
て加えている。残念ながら、西田の問いはそれ以上深 く論じるところまでは至っていな







『基地の女』が公刊されたのと同じ年の 『婦人朝 日』(1953年9月 号)で 「基地の紅














性に対する一般的な見方を助長す るような視点と言えよう。女性たちは男 との関係 を通
じて、もはや帰ることが不可能な世界へと入 り込んでしまった。とくに白人男性 と関係






関係 男性 と女性、戦勝国と敗戦国など への批判的視点をもち、他方で彼女たち
を固定的かつ悲観的にとらえている。そこには、敗戦直後の知識人男性のジレンマが透
けてみえる。西 田は、先生として 「特殊女性」たちと個別に接 し、その特殊性がけっし
て特殊ではないことに気づく。それゆえ、更正とい う目的も意義あるものなのだ。かれ
は、更生者(=啓 蒙者あるいは救済者)と してみずか らを位置づけ、知識人男性として









つぎに、 『夜の基地』を著した神崎清の 「黄色い便器 米軍の排泄都市タチカワ」
(『真相』1954年 復刊3号)と い う記事を検討 したい。それはつぎのような文章ではじ
まっている。
いまアメリカの兵隊のあいだで、 『黄色い便器』(イ エロー ・ストゥール)と
い う奇妙な言葉がはやっている。米語辞典の最新版にはまだのっていないがパ































神崎 の意 図が ど うで あれ、
く女性 たちは 、 「黄色 い便 器」 、 「足 のみ じかい便器 」 、 「共 同の便 器」 、
4女 性た ちの手記一 『日本の貞操 』
つ ぎに紹介 したいのは、 『日本 の貞 操 外 国兵 に犯 され た女性 たちの手記』 と 『続
日本 の貞操』 とい う書物で ある。両者 は ともに一 九五三年 に公刊 された書物でベス トセ
ラー になる。 前者 は4名 の女性た ちの独 白か らな り、当時通訳 を していた水野浩が編集
してい る。後者 は、後に 『ノス トラダムスの大予言』(1973年)を 著 した五島勉の編集
で、1985年 に 『黒い春 米軍 ・パ ンパ ン ・女 たちの戦後』 と改題 され て出版 されてい
る。 こちらは女性 たちの証言 とその背 景の説 明か らな るル ポル ター ジュである。
両者 に共通す るのは、米兵 に よる性暴 力に対す る怒 りで ある。水野編 『日本 の貞操』
の冒頭 で紹介 され ている小野年 子、23歳 の手記は、本書のお よそ半分 を 占めている。以
下、簡 単に紹介 しよう。
年子 は、京都で米兵た ちにだ ま され て外 に連れ 出され 、輪姦 され る。東京 でダンサー
にな るが、 ダンスホール でも暴行 を受 け、売春 をは じめ る。一時オ ン リー にな り、裕福
な暮 らしも経験 し、 自分 の愛人 とその仲 間たちが素人の女性 を騙 して輪姦す る とい うゲ
ー ム(狩 り、ハ ンテ ィング)を 手伝 い さえす る。 あ るとき、闇市 に買い 出 しに来 ていた
女性 を最 寄 りの駅 まで送 っていこ うとジー プに乗せ 、仲間の一人の家 に連れ こむ。 女性





なのに私はそのうえ直接、手伝い さえしてしまった。 … さすがの私も私の
あさま しさを、首をふって忘れようとした。私はそれほど盲目のけだものにな
っていたのだ。だからこそ私はこのように一切合切を告 白する。 ロジャース




ロジャースは小野年子の愛人である。 自分の愛人が女性を犯す ところを見なが ら年子
も興奮 している。 しか し、このハンティングは年子のその後の人生を大きく変えてし
ま う。女性は別れ際にキスをしようとしたロジャースの舌を噛みきって殺し、 自分の舌
も噛んで自殺してしま うか らだ。年子はロジャース とそれまで住んでいた家を追い出さ
れ、再び街娼となった。そ して、梅毒や癌に体を蝕まれていく。彼女の手記には、米兵
への憎しみ かれ らによる強姦 さえなければ売春などしていなかった と、彼女自
身の一種のあきらめや弱さ、そして、ときに米兵といることの喜びが混在している。
小野年子の手記にはさまざまなエピソー ドが語 られている。友人の米兵が飼っていた
猿欲 しさに、 自分の女性(オ ンリー)を かれに引き渡す米兵。もちろん当の女性は猿と









る、 とい うのが米兵たちの論理だとい うのである。
ときに、年子はなわばりを荒らす女性をリンチするが、年子 自身も銀座 に買い物に出
て、 リンチを受ける。 さらに衝撃的なのは、米兵の飼っていた犬に年子が犯 され、それ





シ ョー は何度か行われた。 ある 日年子は、 この犬 を連れだ し、殺 して しま う。
私は、惨めな自分の生涯の、このもっともくや しい経験を、すっかり泥を吐く
ように吐きだした。何のために一一 しかしわたしはいくぶんでも私を通 じて
G・1・ たちの真の姿をつたえた と思う。彼 らのみにくい動物性を示 したはずで
す(137頁)。
年子だけではない。職場や 自宅での強姦によって、運命 を大きく変えざるをえなかっ
た女性たちの証言が続 く。朋江は、一家団欒の最中に米兵ふた りの侵入を受け、母 と妹
とともに強姦された。妹は惨殺 されるが、警察はなにも動こうとしない。そして朋江の
妊娠が分かる。
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『続 日本の貞操』では女性たちの証言はより短いものになっているが、論調は同じ
ようなものだ。平凡な、 しか し幸せな日常、偶然、あるいは仕組まれた米兵たちとの邂
逅、そこでの暴力による処女喪失、混乱 とあきらめ、家族 との葛藤、家出、売春 という
テーマがなんども繰 りかえされる。彼女たちの手記を貫いているのは、現在の状況を招












第3に 、こ うした手記は、もちろん同情をもって読まれ、また米兵の犯罪を告発す る
ことに役立っただろう。本書で強調 されているのは、女性たちの矯正 ・救済 というよ り
米兵たちの犯罪についての告発である。そこには、外からの記述では うかがい知れない
女性たちの心情が吐露されている。 しか し、同時にこうした手記が性に関する露骨な読
み物 として消費 され、後の、それほど深刻でもない、風俗嬢たちやアダル ト・ビデオの
女優たちの手記や語 りの原型 となっている、と考えることもできよう3。ここには ドラッ
グこそ出てこないが、ダンス ・パーティーのあ との乱交、獣姦、サディズムや屍姦など
の描写は、 『限 りなく透明に近いブルー』(村 上龍1976)を 想起させる。
最後に興味深いのは、当時の文章が米兵の 「人種」にほとんど言及 していないとい う
ことである。これは1958年 に発表 された松本清張の 『黒地の絵』に描かれている黒人兵
による脱走 と暴行に見られる、黒人に対す る 「まなざし」 とはかなり異なるように思わ
れる。手記か ら強姦をしたのが白人兵だったか黒人兵だったかはほとんどの場合定かで
はない。 「黒人の性化」がそれほど問題視 されていない というのは、すでに引用 した西
田の 「黒人を相手にしていた人はまだいいんですけれ ども、白人を相手にしていた人は
ダメですね。身体が変わっちゃうんです」とい う言葉か らも明 らかである。そこでは、
黒人 よりも白人 とのセ ックスがむしろ問題視 されている。また、 「体臭」についても日











場 しない。そして講和条約締結から5年 後、1957年 に売春防止法が制定される。





い生態 を描いた山田詠美の 『ベッ ド・タイム ・アイズ』が出版 されたのは1985年 であ











米兵 と売春婦たちとの痴態を読む ことで、 日本人の男性読者たちは、みずか らの
「正常性」を確認 したであろう。いや、かれらだけではない。男性読者は、 自分たち














戦争花嫁をすべて 厂貧困のため」 と説明す るべきではないだろう。 「ドイツ兵に勝利す

















行 うとい う記事が現れる。 日本は、1970年 代において経済戦争に勝利 し、それにともな
い男女関係でも 「勝者」になったとい うことになろ う。また、1980年 代になると、恋愛
相手に米兵、 とくに黒人兵を対象 とする日本人女性がマスコミを騒がす。食事代やホテ
ル代を支払 うのは彼女たちだ。 「恋愛」においても事情は大きく変わったといえよう。
しかし、これ らはあくまでマクロな状況において、とい うことである。 ミクロな次元で
は、たとえ一方的な力関係が認められるとしても、個々の男女の出会いにおいて、また






4国 際結婚については、石坂晴海2002、 『オンリー ・ラブ 進化する結婚 彼女たちはなぜ非欧
米系外国人を選んだのか』(現 代書林)、 竹下修子2000、 『国際結婚の社会学』(学 文社)を 参
照。
